
ウェルコンサル株式会社

（１）背景

私ども、医療・介護のウェルグループは、奈
良・大阪・京都に医療機関や、指定介護保険
事業所（介護老人保健施設、特別養護老人
ホーム、有料老人ホーム・グループホーム
等）を運営し、約20年になります。平成27
年度には、『健康』をテーマに、「ヘルスケ
ア未来事業部」を立ち上げ、健康・予防産業
分野に大きく舵を切りました。今回のSLS事
業は、これまでグループで積み重ねてきた、
医療・介護・健康・癒し事業の集大成として、
全てグループ内で実施できることに、大きな
魅力を感じ、参加させて頂きました。
（２）体制づくり・プログラム内容
（２）①チーム形成

（２）②多機関・多職種連携において工夫したこと

＜観光資源の活用状況＞

＜対象者の選定基準・募集方法＞

参加対象者：
・健診等で血糖値が高めと診断
された方
・生活習慣病を予防したい方、
肥満対策をお考えの方等々

募集方法：
・グループ内職員の中から、
健診結果で糖尿病予備軍と
疑われる方に対する案内
・老人会や婦人会等、健康に
興味のある方への案内

＜淡路夢舞台＞

淡路島の自然を感
じられる施設での

ウォークラリーは
カラダもココロも
元気に！

現場・講師経験豊富な多職種連携



１ヶ月後 ２ヶ月後 ３ヶ月後 ４ヶ月後 ５ヶ月後 ６ヶ月後宿泊型
プログラム

2週間後
電話・メールで
のフォローアッ
プ

1ヵ月後 個人面談
2ヶ月後 電話・メール相談
（希望者面談）
3ヵ月後 個別面談・効果測
定

５ヶ月後
電話・メール相
談

翌年の
特定健診

６ヶ月後
個別面談・効果測定

（２）③ プログラム内容

集合 大和郡山市内出発

午前 淡路夢舞台 ウォークラリー

昼 現地着 昼食

午後

体重測定等
～自分のために、自分の「体力年
齢」を知る～
～目からウロコ！食事の摂り方の
コツ～

夜

～おまちどうさま。ここから本番
「夕食の時間です」～
個別面談
フリータイム

宿泊部分のプログラム（1泊２日）

１日目 ２日目

起床 体重測定

朝
～バランスよく選びましょう。
朝食バイキング～

午前

～頭と身体の活性化エクササイ
ズ～（運動実技）
～今の自分だからこそ…「できる
こと、したいこと」～

昼 観光昼食場所にて食事指導

午後 道の駅うずしお観光

現地発 解散

講義にはグループワークや
ゲームを取り入れる等で、
時には真剣に、時には楽しく。

朝早くから頭と身体を、
活性化させ汗をかきました
。

管理栄養士監修で淡路のお
いしいものを、低カロリー
で提供しました

保健師の指導付きバイキ
ングで野菜たっぷりバラ
ンスの良い朝食。

行動目標
の設定

・定期的に話ができたことはよかった。生活習慣病に対する考えは多少であるが向上している。
・体が軽くなって気分も若返った。家族も喜んでいる。（体重5.5kg減量成功）
・支援方法は面談で良かった。踏み込んだ話は電話やメールではできなかった。（体重9.8kg減量成功）
・無理の無い目標を決めて続けられたことで良い結果がでたのは良かった。（体重10kg減量成功）

・お仕事をされている方は、日程調整が困難であった。
・電話より面談を希望される方が多かった。
・グループで集まり、情報交換等の交流の場を中間・最終でもてばよかった。
・定期的な医師によるメディカルチェックを行う事で、検査値の変化を実感できたのではないか。

＜保健指導実施者の感想・反省点＞
＜活動量計を使った測定＞
宿泊プログラム中に使用方法を
学んで頂き、プログラム終了後、
１ヵ月間、常に携帯して頂き、
結果を個別に指導しました。

＜継続支援参加者の感想＞



（３）③ 継続支援で見えてきた効果（３）実施結果
（３）①対象者

（３）②宿泊終了時の参加者の感想

性別 男女比 積極的支援 動機付け支援

男性 20名 12名 5名

女性 18名 8名 6名

＜理解度＞

＜参加者の感想＞
・観光を楽しみながら自分自
身の健康を見直す貴重な時間
となった。
・今まで自分が食べていたカ
ロリーや自分の体力の無さを
数値で確認することによって
愕然とした。
・管理栄養士、理学療法士、
保健師の指導のお陰で、無理
のない目標を自分のペースで
行なえる形で設定できたので
良かった。
・自分ひとりで生活習慣病予
防のダイエットに取り組んで
も
すぐに諦めていたのですが、
他の参加者と一緒に取り組む
ことで今でも意識して頑張れ
ています。

プログラム
終了後、
意欲の向上
が見られた
。

食生活の変更は
継続性が見られ
るが、運動行動
は始めることも
、続けることも
、難しいようで
す。

参加者の８割は、体重、腹囲共に、改善した。
特に、食生活については、意識の変化が大きい。
大幅に減量に成功された方は、運動も取り入れて
いました。

＜満足度＞

＜行動変容ステージの変化＞

＜体重・腹囲の変化＞



（４）実施者の手応え・感想

・年齢の若い人ほど、自分の状況に気付いても危機感を感じない
ため、意欲の向上には労力がかかりました。

・６０～７０代の人は、介護が目前にあるので真剣に取り組まれ、
継続指導にも積極的でした。
・プログラム終了後、運動習慣作りボランティアの研修に参加され
る方もいて、興味をもって頂いたことがうれしかったです。
・健康への意識、運動習慣に年代は関係ないと思いました。

（４）②ＳＬＳ の事業化に向けて～課題と展望

（１）課題 （２）展望

・実施者だけでなく計画から募集、手配・準備等、
関わる人数が多いため、経費がかなり高くなる。

・プログラムを固定化し、実施者を極力減らす、また、
地域資源の協力が得られれば、経費を抑えられる。

・参加者の募集には、独自の広報だけでは周知が
難しく、健保協会等の協力を仰いだが、国の方針
が未確定の時点では難しいとの事だった。

・国を挙げての事業となる事で、健保協会からの情報提
供、対象者への周知を増やす事ができれば、参加者が安
定して集まり、事業が安定すると考える。

・無関心の方に、お金を出してまで参加したいと
思ってもらえるような、周知の仕方の工夫が必要。

・行政からの補助等が出て自己負担が減る、もしくは、
お金を多少出してでも参加したくなるプログラムを用意
する、国を挙げての広報活動を行なう事で関心を持つ人
を増やせるのではと考える。

・現役世代が仕事を休んで、SLSに参加する為には、
企業の後押しが必要。

・社員の健康増進に積極的に取り組む企業に対して、国
から補助・優良企業認定等を与え、企業が特定健診やＳ
ＬＳを積極的に取り組む環境を作ることで、社員の健康
増進が図れ、結果医療費の削減等に繋がると考える。

・地域資源の有効活用（提供）等、連携を拡げ、
地域に還元できるシステム作り。

・経産省が進めているような地方創生の事業と、SLS実
施団体とのマッチングを管轄省庁を越えてサポートして
下されば、地方創生に健康作りを絡めた事業になり、地
域の活性化・医療費削減に繋がると考える。


